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��ᗎ　　栃木県宇都宮ᕷ࡛⏘ฟࢀࡉる大谷石は࡞≉⊃ࠊ

質感ࡸඃࡓࢀຍ工性ࠊࡽቨ㠃のᙇ石ࡸ㐀ᙧ的࡞㣭

࠶素ᮦ࡛࡞重せࡓࡁ࡚ࢀࡽ࠸⏝ᘓ⠏表⌧に࡞ࠎのᵝ࡞

る。大谷石を⏝ࡓ࠸ᘓ⠏作品のタィㄽに࡚࠸࠾は࠺ࡑࠊ

都ᕷ環ࠊるㄆ㆑がࡍ大谷石に㛵ࠊにࡶ⌧ᘓ⠏表ࡓࡋ

境の㛵ࡸࡾࢃ㐀ᙧの᪉法࠸っࡓ主題ࡧ⤖࡚ࡅㄽ

ࡇるᛮ⪃をㄞみྲྀるࡅ主題を㛵㐃素ᮦࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡌ

௦ᘓ⠏作品のタィㄽ注⌧ࠊ本研✲࡛は࡛ࡇࡑ。るࡁが࡛

1）にࠊ࡚࠸࠾大谷石がの࠺ࡼにㄒ࠸࡚ࢀࡽるを᳨ウࡍ

るࠊ࡛ࡇ大谷石に㛵ࡍるㄆ㆑ࡶにࠊ素ᮦ主題を㛵

㐃ࡅるᘓ⠏家のᛮ⪃のᯟ⤌みの一➃を明ࡽにࡍるࡇ

。るࡍを目的

��タィㄽの主題　　ࡲずࠊᘓ⠏家の大谷石にᑐࡍるᛮ⪃

の大ᯟをᤊ࠼るࠊࡵࡓ㈨ᩱࡓࡋタィㄽࠊࡽ大谷石を

-.ࠊ(�㸦図ࡋ㝿のᘓ⠏の主題をᢳฟࡓタィを⾜っ࡚࠸⏝

法注2）にࡾࡼ意味ෆᐜをẚ㍑᳨ウࡓࡋ㸦表�)。ࡑの⤖ᯝࠊ

環境࠙ࡓࡋの㛵ಀを主題の࿘辺環境࡞都ᕷࡸ↛⮬

的主題 体࠙ࡓࡋる体験を主題ࢀࡽᚓࡽே間が✵間ࠊࠚ

験的主題 ࡓࡋᙧែの構成を主題ࡸᘓ⠏の✵間ࡧࡼ࠾ࠊࠚ

࠙構成的主題࡛ࠚᤊ࠼るࡇが࡛ࡓࡁ。

3�大谷石の素材認識ࠉࠉ

3��着目対象　　㈨ᩱࡓࡋタィㄽࠊࡽ大谷石がの࠺ࡼ

にㄆ㆑࠸࡚ࢀࡉるをᢳฟ᳨ࡋウࠊࢁࡇࡓࡋ素ᮦ࡚ࡋ着

目࠸࡚ࡋる場ྜࠊᗋࡸቨ࡞のᘓ⠏部࡚ࡋ着目࠸࡚ࡋ

る場ྜがみࡓࡋ࠺ࡇࠊ࡛ࡇࡑ。ࡓࢀࡽ大谷石をの࡞࠺ࡼᑐ

上㏙の๓者を㹙石ࠊࡋ㇟を着目ᑐる࠸࡚ࡋ着目࡚ࡋ㇟

ᮦの大谷石㹛ࠊᚋ者を㹙ᘓ≀の大谷石㹛࡚ࡋ⨨࡙ࡓࡅ㸦表

の㏻ᖖの構࡞ᙇ石ࡸに㹙ᘓ≀の大谷石㹛は✚石ࡽࡉ。(2

法㕲ᯈの⤌みྜ࡞ࡏࢃの≉Ṧ࡞構法にศ㢮ࡓࡋ。

3��着目性質　　ḟにࠊ๓⠇࡛ᤊࡓ࠼着目ᑐ㇟のの࠺ࡼ

ウ᳨ࡋ着目性質）をᢳฟࠊ㸦௨ୗる࠸࡚ࡋ性質に着目࡞

の࡞構法的性能ࡸ温湿度性能ࠊの⤖ᯝࡑ。(�㸦図ࡓࡋ

≀的性能に㛵ࡍる性質に着目ࠓࡓࡋ性能ࠊࠔ親和性ࡸ重厚

感࡞のேが感ࡌる༳㇟に㛵ࡍる性質に着目ࠓࡓࡋ感覚ࠊࠔ

る性質ࡍ意味に㛵࡞の♫័⩦的࡞時間ࡸ地域ࡧࡼ࠾

に着目ࠓࡓࡋ意味࡛ࠔᤊ࠼るࡇが࡛ࡽࡉ。ࡓࡁにࠊ作品

の所在地を栃木県のෆእ࡛ศ㢮ࡋ注3）ࢀࡑࠊぞࢀのྜを

ẚ㍑ࡍるࠓࠊ性能ࠔに㛵ࡍるㄆ㆑が県እのタィㄽ࡛ㄒࡽ

࡞ࡋ的性能は場所に౫Ꮡ≀ࠊはࡇのࡇࠊࡃるഴྥがᙉࢀ

。るࢀࡽ࠼⪄る࠸࡚ࡋ♧をࡇる࠶性質࡛࠸

図 �　着目性質の意味ෆᐜ (82)
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注）ྑ上のࢢラࣇは栃木県ෆ県እの着目性質のྜを♧ࡍ。

表 2　着目対象

表 1　主題の意味ෆᐜ (30)

(82)

࣭空間構成 (4)
 ࣞスࢺラࣥはᪧᖇ国ࣝࢸ࣍の地ୗのᰕの࣓
。ࡓࡏࡉをᒎ㛤ࢪ࣮

(No.10/ ﾃﾞｲｽﾀｰｺﾞﾙﾌｸﾗﾌﾞ � 大坪国男 /SK9110)
࣭ᙧែ構成 (4)

࣭人間の空間体験 (7)
広が࡞ࡁ大ࡾ࡞␗は㇟はእ部の༳࡛ࡇࡇ 
。ࡓࡋを意ᅗࡇるࡏࡉࡌる✵間を感࠶のࡾ

(No.28/南沢の小住宅 �若原一貴 /JT1305)
࣭建築の༳象 (1)

࣭⮬↛環境との関係 (8)
 ᅵ地の₯在的࡞ຊをᘬࡁฟ↛⮬ࡋ一体

。ࡓ࠼⪄࠸࡞ࢀࡃࡘ環境が࡞㇏ࡓっ࡞

(No.25/鹿島の研修所 �堀部安嗣 /SK1011)

࣭都市環境との関係 (6)
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表 2注）㏻ᖖの構法には家ල的⏝ྵࡶむ

石ᮦの大谷石 ᘓ≀の大谷石
㏻ᖖの構法 ≉Ṧ࡞構法

図 1　分析例
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　受付でサインして、更衣室へ行く。そこは、耐火構造で、外壁には大谷石を積む。… 外観の壁部は白色

の石綿スレート、ネジ釘止め。袖壁にレンガ又は大谷石を積んで、重量感を添える。このように構造材の固

い材質、柔らかい感触、粗いもの、きめのこまかいもの、明るい色、暗い影、日射しと水影、そんな建築的

言語が緑の芝生を背景として、造形的韻律を奏することを以て、このクラブハウスの視覚的性格とした。

着目性質〈㔜ཌ〉《感覚》

主題 空間構成【構成的主題】

着目性質〈ᕤ性能〉《性能》

着目対象 建物の大谷石 (通常の構法 )

着目対象 建物の大谷石 (通常の構法 )

素材認識 3-a

素材認識 3-b

大谷石
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3�3着目対象と着目性質の関係᳨࡛ࡲࡇࡇࠉࠉウࡓࡁ࡚ࡋ

着目ᑐ㇟着目性質の㛵ಀを᳨ウࢁࡇࡓࡋ㸦図3)ࠊ㹙石

ᮦの大谷石㹛はࠓ性能ࠔのᑐᛂがࠊ㹙ᘓ≀の大谷石㹛の

㏻ᖖの構法はࠓ感覚ࠔのᑐᛂがみࡽࡉ。ࡓࢀࡽにࠊ㈨

ᩱᩘはᑡࡶ࠸࡞ののࠊ≉Ṧ࡞構法࡛はࠓ意味ࠔのᑐᛂ

がみࡇ。ࡓࢀࡽのࡇはࠊᘓ⠏家は大谷石にࠊ࡚࠸ࡘ素

ᮦ࡚ࡋみる場ྜは≀的性能を主࡚ࡋㄆ㆑ࠊࡾ࠾࡚ࡋᘓ

≀の一部࡚ࡋみる場ྜはࠊ主に素ᮦが✵間に࠼る༳

㇟をᤊࠊ࠼」㞧࡞ຍ工を施࡛ࡇࡍᅛ᭷の意味をᣢࡏࡓ

るഴྥを♧࠸࡚ࡋるࢀࡽ࠼⪄る。

4�タィㄽࡿࡅ࠾主題と素材認識の関係　　᭱ᚋにྛࠊ

タィㄽに࡚࠸࠾主題素ᮦㄆ㆑をの࠺ࡼに⤌みྜࡏࢃ

࡚ㄒっ࡚࠸るを᳨ウࡓࡋ㸦表3)。ࡑの⤖ᯝ࠙ࠊ環境的主題ࠚ

をᣢࡘタィㄽはࠓ性能ࠓࠊࠔ感覚ࠓࡧࡼ࠾ࠊࠔ意味ࠔを⤌み

ࡶる࠸をㄒっ࡚ࡅࡔࠔ意味ࠓࠊのࡶる࠸ㄒっ࡚࡚ࡏࢃྜ

のがከࡃみࡇ。ࡓࢀࡽのࡇはࡸ↛⮬ࠊ都ᕷ࡞の࿘辺環

境の㛵ಀを主題ࡍる場ྜにࠊ大谷石の」ᩘの性質に

着目ࡍる࡛ࡇ࿘辺環境ከ㠃的࡞㛵ಀを⤖ࡍ࠺ࡰるഴ

の㛵意味に࿘辺環境࡞័⩦的♫ࡘ大谷石のᣢࠊྥ

ಀを㞟⣙ࡍ࠺ࡼࡏࡉるഴྥを♧࠸࡚ࡋるࢀࡽ࠼⪄る。

ࠊに࠙ࡽࡉ 環境的主題ࠚをᣢࡘタィㄽに栃木県ෆの作品が

ከࠊࡽࡇ࠸上㏙のഴྥはࠊ地域࡛⏘ฟࢀࡉる素ᮦを

⪄ᛮ࡞る場ྜの型的ࡍの㛵ಀを構⠏࿘辺環境࡚࠸⏝

࠙。るࢀࡽ࠼⪄る࠶࡛ 構成的主題ࠚをᣢࡘタィㄽはࠓ感

覚ࠔに着目࡚ࡋㄒっ࡚࠸るࡶのがከࡃみࡇ。ࡓࢀࡽのࡇ

はࠊᘓ⠏の✵間ࡸᙧែの構成を主題ࡍる場ྜにࠊ大谷

石がᣢࡘ༳㇟を✵間ࡸᙧែにຍࡍるഴྥを♧࠸࡚ࡋる

࠙。るࢀࡽ࠼⪄ 体験的主題ࠚをᣢࡘタィㄽはࠓ性能ࠔに

着目࡚ࡋㄒっ࡚࠸るࡶのがከࡃみࡇ。ࡓࢀࡽのࡇはࠊே

間の✵間体験を主題ࡍる場ྜにࠊ大谷石の≀的性能に

着目ࠊ࡚ࡋ✵間の環境をᩚ࠼るࠊ࡛ࡇே間の✵間体験を

ࡅるഴྥを♧࠸࡚ࡋるࢀࡽ࠼⪄る。

るᘓ⠏家の大谷石ࡅ࠾௦ᘓ⠏作品のタィㄽに⌧ࠉࠉ⤖��

に㛵ࡍるᛮ⪃を᳨ウࡓࡋ⤖ᯝࠊ大谷石の」ᩘの性質に着

目ࡍるࡸ↛⮬࡛ࡇ都ᕷ࡞の࿘辺環境ከ㠃的࡞㛵ಀ

を構⠏ࡍ࠺ࡼࡋるഴྥࠊ地域性࡞の意味に࿘辺環境

の㛵ಀを㞟⣙ࡍ࠺ࡼࡋるഴྥࠊ大谷石がᣢࡘ༳㇟に着

目ࡍるࠊ࡛ࡇᘓ⠏の✵間ࡸᙧែの構成にල体性をᣢࡓ

✵ࠊ࡛ࡇるࡍ的性能に着目≀ࡧࡼ࠾ࠊるഴྥࡍ࠺ࡼࡏ

間の環境をᩚ࡚࠼ே間が✵間ࡽᚓࢀࡽる体験をࡅ

。ࡓっ࡞にࡽるഴྥが明ࡍ࠺ࡼ

注1)

注 2)

注 3)

本研✲࡛はࠊ国ෆの௦表的࡞ᘓ⠏㞧ㄅのࠕ新ᘓ⠏ (6.) 住宅≉㞟ࠕࠊࠖ (-7) ᘓࠕࠊࠖ

⠏ᩥ (.%) 住宅ᘓ⠏ࠕࠊࠖ (-.)ࠖの࠺ちࠊᡓᚋ 194� 年ࡽ 2�1� 年࡛ࡲに掲載

࡚࠸ࡘタィㄽ中に大谷石にࠊࡋ⏝ᘓ≀に大谷石をࠊᘓ⠏作品の中࡛ࡓࢀࡉ

のᘓ⠏家の記㏙が༑ศにㄞみྲྀるࡇの࡛ࡁる 3�㈨ᩱをᑐ㇟ࡍる。

.-法はࠊẸ᪘地⌮Ꮫのศ野࡛川႐田二郎にࡼっ࡚⪃ࡶࡓࢀࡉの࡛ࠊఱࡽ

の一㐃の࡛ࡲスࢭࣟࣉるᐇ施᳨ドのࡍにᑐࢀࡑࠊἣᢕᥱ≦ࡽのၥ題ᥦ㉳

᪉法をゝ࡛ࡇࡇ。࠺はࠊ大谷石に࡚࠸ࡘㄒっࡓタィㄽを㞟ࠊࡵᢳฟࡓࡋෆᐜ

をᐃ性的ࠊࡋࢱ࣮ࢹ意味のศる体ീࡍる࡛ࡲの᪉法を⏝ࡓ࠸。

作品の所在地はࠊ栃木県ෆが 12作品ࠊ県እが 18作品 (栃木を㝖ࡃ㛵東ᅪෆ

が 14作品ࠊ他が 4作品 。ࡓっ࠶࡛(
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 8 二期倶楽部 渡辺明 栃木 SK8701

環

境

的

主

題

〇 〇 □

〇

13 二期倶楽部 PartⅡ 渡辺明 栃木 SK9801 〇 □ □ □ 〇 □

15 八ヶ岳南麓の家 上野英二 長野 JT0110 〇 〇 〇 □

□

□

21 ちょっ蔵広場 隈研吾 栃木 SK0607 〇

〇

□

〇

◇

18 四季薫る家 上野英二 東京 JT0506 〇

〇

〇

□

◇

29 那須塩原の家 坂本昭 栃木 JT1306 〇 〇

 7 TOKYO AUTO 丸山欣也 栃木 SK8409 ◇

 9 川治温泉駅舎 中川繁信 栃木 SK8807 〇 ◇

11 冒険活動ｾﾝﾀｰ 小原沢俊之 栃木 SK9703 〇

12 宇都宮美術館 岡田新一 栃木 SK9706 〇 □

25 鹿島の研修所 堀部安嗣 茨城 SK1011 〇

30 HOUSE I 篠崎博之 栃木 JT1503 〇

14 鶴太郎美術館 泉幸甫 群馬 SK0103 □

22 那須別邸 渡辺明 栃木 JT0702 〇 □

 5 聖ｸﾞﾚｺﾞﾘｵの家 長島正充 東京 SK8005

構

成

的

主

題

〇

〇

□ 〇 〇 〇 □

 6 那須の山荘 山本明夫 栃木 JK8304 □ □ □

 3 クラブハウス 谷口吉郎 神奈川 SK5601 □ □

23 門型の家 眞田大輔 神奈川 JT0709 〇 □ □ □ □

 2 木石舎 谷口吉郎 東京 SK5201 □ 〇

10 ﾃﾞｲｽﾀｰｺﾞﾙﾌｸﾗﾌﾞ 大坪国男 千葉 SK9110 〇 〇

24 藤沢の家 八島正年 神奈川 JT0905 □ □

16 宮城県立がんｾﾝﾀｰ 藤木隆男 宮城 SK0205 □

19 筑波山を望む家 上野英二 茨城 JK0609

体

験

的

主

題

〇

〇

〇 〇

〇

〇

27 牛久の家 尾田のぞみ 茨城 JK1110 □ 〇

28 南沢の小住宅 若原一貴 東京 JT1305 〇 ◇

17 SHS 眞田大輔 茨城 JT0403 〇

〇

〇

〇

26 光陽舎 服部信康 栃木 JT1105 □

 4 渡辺邸 名古路隆之 岐阜 KB6403 〇

20 森居 上野英二 愛知 JK0609 □

 1 紀伊國屋書店 寺島幸太郎 東京 SK4708 □
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表 3　主題と素材認識の関係

図 3　着目対象と着目性質の関係
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表 3注）表中の記号は表 2に準ずる。
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着目性質
着目対象

　この町らしい駅前というものがつくれないだろうか。   …     この石は、
人を拒絶しない。  …  石は仕上げ材ではなく、構造にも寄与している。
  …  そのような曖昧な二面性の振幅の中から、ひとつのここにしかな
いファブリックを丁寧に織り上げていくのである。

　分棟配置にしたことによって、いりくんだ内と外との空間を生み出
している。浴室の、別棟と石積については湿気対策であるほか、…
この大谷石を使ったことで、建築に使われている少ない仕上げ材料を
引き立たせ、いりくんだ空間を豊かにすることができた。

　木の存在が前面に出すぎて圧迫感を感じることのない家を要望され
た。 …   大谷石は、断熱性、蓄熱性、調湿性に優れ、見た目の風合い
も優しく温かみを感じられ、内、外壁になり得るものであると考え、
大谷石と木を使った家をつくることを提案した。

No.19/筑波山を望む家 /上野英二 /住宅建築 2006 年 9 月号

No.6/那須の山荘 /山本明夫 /住宅建築 1983 年 4 月号

No.21/ちょっ蔵広場 /隈研吾 /新建築 2006 年 7 月号

着目性質〈柔和〉《感覚》

着目性質〈親和〉《感覚》

着目対象 石材の大谷石

主題 都市環境との関係【環境的主題】

主題 人間の空間体験【体験的主題】

主題 空間構成【構成的主題】

着目対象 石材の大谷石 着目性質〈温湿度性能〉《性能》
着目性質〈構法的性能〉《性能》

着目性質〈温湿度性能〉《性能》
着目対象 建物の大谷石 (通常の構法 )

着目性質〈地域〉《意味》

着目性質〈構法的性能〉《性能》

着目対象 建物の大谷石 (特殊な構法 )

着目性質《感覚》

図4　主題と素材認識の関係 分析例  
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